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株主の皆様へ

Message from Review of

既存事業の強化と新規事業の創出で
持続的成長を目指します

代表取締役社長 松波  明宏
株式会社マースグループホールディングス

MARS

株主・投資家の皆様には平素より格別のご高配
を賜り、厚くお礼を申し上げます。

アミューズメント関連事業の主な販売先であ
るパチンコ業界は、娯楽の多様化や少子高齢化
により遊技人口が減少傾向にあり、依然として厳
しい環境が続いておりますが、スマート遊技機の
市場導入が始まった昨秋以降、減少していた遊技
客数は回復の兆しがあり、周辺設備の更新需要
も高まってきております。当社グループではス
マート遊技機専用の「スマートユニット」を販売し
ましたが、部材等の不足により供給が追い付かな
い状況が続きました。今後は生産体制を強化し、
製品の安定供給に努め、業績の向上を図ってまい
ります。

自動認識システム関連事業は、新型コロナウイ
ルス感染症の影響で停滞していた設備投資が動
き出し、市場環境が改善してきました。需要が見
込まれる分野を中心に新商品を投入し拡販を推
し進めるとともにクラウドプラットフォームの推
進で業容の拡大と新しい付加価値の提供に努め
てまいります。

ホテル・レストラン関連事業では、社会経済活
動の正常化が進み、業績も回復基調にあります。
原材料費・光熱費の高騰や人材不足が懸念され
ますが、ダイナミックプライシングによる客単価
の向上や増加傾向にあるインバウンド需要の取
り込みを図り、収益の改善を図ってまいります。

当社グループは、既存事業の強化を図りつつ、
Ｍ＆Ａの活用や新事業の創出で事業領域を広げ、
持続的な成長と企業価値の向上を図ってまいり
ます。株主還元政策につきましては重要な経営課
題のひとつであり、配当性向30％を目標に安定
した配当を実施することに重点を置いておりま
す。以上の方針により、2022年度は１株当たり年
間配当金を70円としましたが、2023年度は増収
増益を見込んでいることから15円増配の85円
を予定しております。

株主・投資家の皆様におかれましては、今後と
も一層のご愛顧とご支援を賜りますよう、よろし
くお願い申し上げます。
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営業の概況

Review of MARS

新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中で経済活動の正常化に向けた動きが加速する
一方、世界的な景気後退懸念や金融不安等、依然として不透明な状況が続きました。そうした中、当社グループはお客様の「満足」を
勝ち取るために新たな付加価値を追求し、製品の供給及びサービスの提供に努めてまいりました。当連結会計年度の業績は、売上高
203億46百万円（前期比34.7％増）、営業利益41億26百万円（同161.4％増）、経常利益47億30百万円（同89.0％増）、親会社株主に
帰属する当期純利益は、31億44百万円（同69.5％増）となりました。

当期の業績

　ホテル業界ならびに外食業界は、新型コロナウイルス感染症からの社会経済活
動の正常化が進み、取り巻く環境は徐々に回復してきましたが、原材料費・光熱費
の高騰による利益率の低下、更に深刻な人材不足もあり、本格的な回復には時間
を要するものと思われます。
　「マースガーデンホテル博多」及び「マースガーデンウッド御殿場」では、全国旅行支援
や行動制限の緩和の影響を受けて、昨秋以降の稼働率が大幅に改善し、レストラン
事業では、特に東京銀座エリアの「銀明翠ＧＩＮＺＡ」「銀座松月」の業績が好調に推移し
ました。ホテル・レストラン関連事業の売上高は、18億24百万円（前期比53.8％増）、
セグメント損失は２億40百万円（前期は５億74百万円のセグメント損失）となりました。

構 成 比

構 成 比

65.8

9.0

%

%

構 成 比

25.2%

売上高 5,126百万円

売上高 13,395百万円

売上高 1,824百万円

　自動認識システムは、自動化・省人化及びＤＸ（デジタルトランスフォーメー
ション）の実現には欠かせないキーデバイスの一つとして需要が高まっており
ます。当社グループでは特にＦＡ市場、物流市場、アミューズメント市場、健診
市場を中心に提案販売活動を実施し、ＵＨＦ帯ＲＦＩＤトンネルタイプ一括読取
装置「ＭＧＴ－００１」、自社製高分解能マルチフォーカス開放管を搭載したＸ線
検査装置「ＭＵＸ－３４１０」、物流・製造分野でのＤＸを推進する「ＵＨＦフォーク
システム」等の新製品を中心に拡販してまいりました。自動認識システム関連
事業の売上高は、51億26百万円（前期比4.3％増）、セグメント利益は６億26
百万円（同9.3％増）となりました。

　主な販売先であるパチンコ業界は、レジャーの多様化や少子高齢化による遊技
人口の減少により経営が困難になったパチンコホールの閉店が増加する等、
厳しい経営環境が続いている中で、2022年11月から次世代遊技機といわれる
スマート遊技機の導入が始まり、周辺機器の設備更新も好調に推移しました。
スマート遊技機専用ユニット「スマートユニット」を中心にトータルシステムでの
提案・販売を行ってまいりました結果、パーソナルやスマートユニットを含めた
プリペイドカードシステムの売上実績は63店舗、導入店舗数は累計1,535店舗
となりました。アミューズメント関連事業の売上高は、133億95百万円（前期比
48.8％増）、セグメント利益は39億63百万円（同115.7％増）となりました。

アミューズメント
関連事業

自動認識システム
関連事業

ホテル・レストラン
関連事業
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Challenge of MARS

次 世 代 型

スマート遊技機対応
専用ユニットをリリース！

　次世代型のスマート遊技機「スマートパチスロ」「スマートパチンコ」に
対応した専用ユニットをリリースしました。スマート遊技機は、社会と業
界の今抱える課題に大きく貢献できる遊技機として、今後の業界の発展
に期待されています。当社グループでは、専用ユニットを中心に幅広い
ラインナップで、パチンコホール経営に必要な製品・サービスをトータル
システムでご提案します。

アミューズメント関連事業
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専用ユニットも
スマートに進化！

●専用ユニットの外観は、ノズルや玉受け皿、メダル
ホッパー等が無くなります。

●スマパチは遊技機内で遊技球が循環し、スマスロ
はメダルが電子データ化したことで、遊技球等に
触れることなく遊技ができます。

●従来のメダル機は右側に設置されていましたが、
専用ユニットは左右設置可能となり、レイアウトの
幅が広がります。

　スマート遊技機の「スマートパチスロ」「スマートパチンコ」は、玉やメダ
ルに触れずに遊べる次世代の遊技機で、2018年に施行された改正規則に
より、ギャンブル等依存症対策強化の一環として開発されました。
　正確に出玉を把握するために、物理的な遊技球等を使用せず、遊技球等
の数を電磁的に記録する他、遊技機の設置情報や出玉情報等を一元的に
管理することで、依存対策や不正遊技機の排除等が実現可能となります。

スマート
遊技機とは？

スマート遊技機で変わること

玉やメダルに
触れずに遊技

出玉情報の
一元化

専用ユニット
の設置

遊技性の向上

出玉情報を一元集約し依存防止に寄与

部品点数削減により遊技機重量が低下
大型設備が不要で消費電力も大きく削減

玉の接触音やメダルの払出音が一切なくなり、
遊技環境・労働環境が大きく改善

遊技球（メダル）の持ち込みゴトや投入、
払出系の不正行為の撲滅

玉・メダルに完全非接触で、
清潔でクリーンな遊技空間を提供

玉・メダルの持ち運び作業が大幅に軽減
坪効率も改善され運営コストが削減

従来機にはないスペックやゲーム性に富んだ
遊技性能の向上が期待

期待される効果

依存対策

省エネ

環境向上

不正対策

感染症対策

コスト削減

遊技性向上
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Challenge of MARS

物流DXを実現する
「UHFフォークシステム®」をリリース！

鉄板焼 銀明翠 GINZA
一休レストランアワード2023受賞！

　フォークリフトでICタグを検知し、作業の
省人化・省力化とデータ化で物流DXを実現
するUHFフォークシステムをリリースしま
した。
　UHFフォークシステムはUHF帯ICタグの
自動読み取りで荷物の番号とロケーションを
紐づけ、フォークリフト運転作業者に負担を
かけることなく大幅な効率向上を実現します。
　現場の負担を軽減するとともに、ロケー
ション管理の精度を向上させ、倉庫作業を
省力化し、業界の深刻な人手不足解消に役立
ちます。

　鉄板焼 銀明翠 GINZAが、「一休レストランアワード2023」の鉄板焼き部門（全国）で
１位、全ジャンル（東京エリア）でディナー2位を受賞しました。
　「一休.com」のクチコミには、料理の味や素材の良さ、店内の高級感ある雰囲気、
スタッフの接客やサービスに至るまで、多くの方から高い評価をいただきました。

自動認識システム関連事業

ホテル・レストラン関連事業
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「福利厚生表彰・認証制度
（ハタラクエール2023）」に認定！ 

　公益財団法人マース奨学財団は、品行方正、成績優秀でありなが
ら、経済的理由から修学が困難な学生を奨学援助することで、将来
グローバル社会に貢献し得る有用な人材の育成支援を行っています。
　当社グループは、この活動に賛同し支援しています。

※2017年設立から累計で２６０名の採用となりました。

　マースグループでは、社員の健康維持・増進や福利厚生の充実に努めています。
今後も各種施策を推進し、企業業績や企業価値の向上と持続的な成長による
社会全体への貢献を追求してまいります。

　当社グループは、福利厚生表彰・認証制度実行委員会が認定する「ハタラク
エール2023」において、福利厚生推進法人として認証・表彰されました。
　ハタラクエールとは、福利厚生の充実・活用に力を入れる法人を評価・見える
化し表彰する制度です。当社グループは、従業員の満足度やエンゲージメント
向上につながる「法定外福利厚生」が充実しており、制度の運用充実面が高く
評価されました。

マースグループの社会貢献

マースグループの健康経営

マース奨学財団の活動に賛同

2022年度採用実績 ２５大学 ５１名

2022年度認定実績

スポーツエールカンパニー
3年連続3回目の認定

健康経営優良法人
（大規模法人部門）
6年連続6回目の認定

東京都スポーツ推進企業
3年連続3回目の認定

健康経営優良法人
（中小規模法人部門）
4年連続4回目の認定

マース奨学財団授与式
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主要財務データ
2020年度 2021年度 2022年度 2023年度予想

売上高 14,760 百万円 15,103 百万円 20,346 百万円 28,000 百万円

営業利益 1,130 百万円 1,578 百万円 4,126 百万円 6,700 百万円

経常利益 1,533 百万円 2,502 百万円 4,730 百万円 7,100 百万円

親会社株主に帰属する当期純利益 807 百万円 1,855 百万円 3,144 百万円 4,500 百万円

1株当たり当期純利益 48.32 円 110.23 円 190.17 円 272.12 円

総資産 57,961 百万円 60,135 百万円 63,922 百万円 —

純資産 52,297 百万円 54,241 百万円 56,307 百万円 —

1株当たり純資産 3,131.56 円 3,221.26 円 3,429.37 円 —

1株当たり配当 70.00 円 70.00 円 70.00 円 85.00 円

2020年度 2021年度

807
48.32

2022年度

売上高 (百万円)
百万円

2022年度

経常利益 (百万円)

2022年度

親会社株主に帰属する当期純利益
1株当たり当期純利益 (円)

(百万円)

2023年度
（予想）

85
45

40

1株当たり配当 (円)

百万円
前期比

%増

円

70

2022年度

35

35

2020年度

70

35

35

35

35

2021年度

70百万円
前期比

%
中間 期末

2,502
15,103

1,855

110.23

272.12

20,346 34.7
前期比

%増 4,730 89.0

3,144 69.5 増

円190.17

2023年度
（予想）

28,000

2023年度
（予想）

7,100

2021年度2020年度

14,760

2021年度2020年度

1,533

2023年度
（予想）

4,500

連結財務ハイライト

Consolidated Financial Highlights Group of
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マースグループは、アミューズメント関連事業を中核事業として以下の子会社で構成され、アミューズメント関連、
自動認識システム関連、ホテル・レストラン関連の３つの事業を展開しています。

グループ会社紹介

Group of MARS

持株会社

株式会社マースプランニング

アミューズメント機器
製造販売事業

アミューズメント機器
販売事業

自動認識･
Ｘ線関連事業

リース販売・
不動産事業

データ管理･
ネットワーク事業

メカトロニクス事業

ホテル･
レストラン関連事業

株式会社マースエンジニアリング

株式会社マーストーケンソリューション

株式会社マースコーポレーション

株式会社マースネットワークス

株式会社マースウインテック

Freewill-Mars Tohkenマーストーケン（上海）
関連会社（タイ）自動認識関連事業（中国）

株式会社マーステクノファクトリー
金属加工事業
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株式及び会社情報

Shareholder & Corporate Information

株式の状況
発行株式数及び株主数
発行可能株式総数……………………………………………  6,762万株
発行済株式の総数……………………………………………  2,272万株
株主数……………………………………………………………  9,131名

大株主の状況
株主名 持株数（千株） 持株比率（％）

㈱イー・エムプランニング 2,170 9.55
光通信㈱ 1,562 6.88
日本マスタートラスト信託銀行㈱（信託口） 1,462 6.44
松波明宏 680 2.99
㈱きらぼし銀行 663 2.92
松波廣和 610 2.68
松波香代子 610 2.68
㈱日本カストディ銀行（信託口） 513 2.26
公益財団法人マース奨学財団 500 2.20
永井美香 432 1.90

※上記の他、自己株式が6,300千株あります。

所有者別分布状況

所有株数別分布状況

金融機関
12.2％

個人・その他
59.6％

金融商品取引業者
2.3％

外国人
4.0％

事業法人
21.9％

500,000株以上
66.3％

1,000株未満
6.2％

1,000株以上
5.9％

100,000株以上
14.4％

10,000株以上
7.2％

会社概要
商 号

本社所在地
設立年月日
主 な 事 業
資 本 金
従 業 員

株式会社マースグループホールディングス
(Mars Group Holdings Corporation)
〒160-0022 東京都新宿区新宿一丁目10番7号
1974年9月13日
グループ会社の統括・管理
7,934,100,000円
649名（連結ベース）

（2023年3月31日現在）

（2023年3月31日現在）

（2023年3月31日現在）

（2023年6月29日現在）

（2023年3月31日現在）

代表取締役社長
取　 締　 役
取　 締　 役
取　 締　 役
取締役 （社外）
取締役 （社外）

常 勤 監 査 役
常 勤 監 査 役
監査役 （社外）
監査役 （社外）

松 波 明 宏
秋山 　学
高橋 丈治
小平 　尚
洞口 治夫
山下 善久

名取 満郎
佐藤 敏昭
安原 正義
吉田 茂夫

●アミューズメント関連事業
株式会社マースエンジニアリング
株式会社マースシステムズ東日本
株式会社マースシステムズ東海
株式会社マースシステムズ西日本
株式会社マースコーポレーション
株式会社マースネットワークス
株式会社マースウインテック
株式会社マーステクノファクトリー※

●自動認識システム関連事業
株式会社マーストーケンソリューション
マーストーケン（上海）電子貿易有限公司※

●ホテル・レストラン関連事業
株式会社マースプランニング

グループ会社

役 員

（※は非連結会社）
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次回もマースの魅力をお伝えしてまいります。お楽しみに！Next Stage

Go!マース探検に
「和匠 銀座松月」を紹介!

EX
PL

ORING the MARS

EXPLORING the M
ARS

Stage —22
株式会社マースプランニングでは、ホテル運営の他、鉄板焼き・寿司など多彩なレストランを
展開し、愛されるお店づくりを目指しています。今回は、銀座中央通りに店を構える日本料理店

「和匠 銀座松月」をご紹介します。

　鉄板焼銀明翠GINZAの姉妹店である当店では、厳選された黒毛和牛を
はじめ、伊勢海老、天然本鮪といった海の幸など、上質な旬食材を盛り込んだ
繊細な味付けの和食をお愉しみいただけます。
　名物土鍋御飯は、新潟県魚沼産の特Ａコシヒカリを同じ魚沼の水で研ぎ、
お客様が来店してから１組ずつ炊き上げるこだわりの一品です。ツヤツヤで
ふっくらとしたお米本来の旨味をご堪能いただけます。
　唎

ききさけし
酒師が在籍する当店では、吟味した風味豊かな日本酒を取り揃えており、最

上級の料理に華を添える一杯をご提案いたします。

当店では、素材を生かしたこ
だわりの料理と唎

き き さ け し
酒師やソム

リエが厳選した美酒を取り揃
えております。店内は完全個
室をはじめ銀座中央通りを見
渡 せ る 人 気 の 窓 側 席 な ど
様々な用途に合わせてご利
用いただけます。心よりご来
店をお待ちしております。

上品な味付けの
和食が絶品。自
慢の土鍋御飯も
おすすめ！

所 在 地 東京都中央区銀座8丁目8-8 GINZA888ビル 3階

電話番号 03-6264-5258

営業時間 ランチ 11：30～15：00   ディナー 17：30～22：00

定 休 日 不定休

店 舗 H P https://www.ginza-syogetsu.jp/

料理長コメント
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事 業 年 度
定 時 株 主 総 会
単 元 株 式 数
基 準 日

株 主 名 簿 管 理 人 及 び
特別口座の口座管理機関
株 主 名 簿 管 理 人
事 務 取 扱 場 所

（ 郵 便 物 送 付 先 ）

（ 電 話 照 会 先 ）
（インターネットホームページURL）

公 告 方 法

上 場 証 券 取 引 所

毎年4月1日から翌年3月31日まで
毎年6月開催
100株
定時株主総会　毎年3月31日
期末配当　　　毎年3月31日
中間配当　　　毎年9月30日  （中間配当を実施する場合）

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社
東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
〒168−0063　東京都杉並区和泉二丁目8番４号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

0120−782−031
https://www.smtb.jp/personal/procedure/agency/

電子公告により、当社のホームページに掲載します。
URL https://www.mars-ghd.co.jp/kessan/index.html
ただし、やむを得ない事由により電子公告をすることが
できないときは、日本経済新聞に掲載します。
東京証券取引所

【株式に関する住所変更等のお届出及びご照会について】
証券会社に口座を開設されている株主様は、住所変更等のお届出及びご照会は、
口座のある証券会社宛にお願いいたします。証券会社に口座を開設されていない
株主様は、上記の電話照会先にご連絡ください。

【特別口座について】
株券電子化前に「ほふり」（株式会社証券保管振替機構）を利用されていなかった
株主様には、株主名簿管理人である上記の三井住友信託銀行株式会社に口座

（特別口座といいます。）を開設しております。特別口座についてのご照会及び
住所変更等のお届出は、上記の電話照会先にお願いいたします。

株主メモ

3月31日現在、100株以上保有の株主様に
下記のご優待をご用意しております。

カタログに同封の専用ハガキにてお申込みください。

株主ご優待に関するお問い合わせ先（6月29日より開設）
株主様優待事務局　 0120-230-213

お申込み締切日　2023年8月31日（当日消印有効）

全 国
うまいもの めぐり旅 さ さ や か で す が

感 謝 の 気 持 ち を
お届けいたします。

株主様

ご優待

お品代／送料

無料

2023年8月31日（木）お申し込み締切日
当 日 消 印 有 効

全 国
うまいもの めぐり旅 さ さ や か で す が

感 謝 の 気 持 ち を
お届けいたします。

株主様

ご優待

お品代／送料

無料

2023年8月31日（木）お申し込み締切日
当 日 消 印 有 効

3,000円相当の地方特産品
（カタログより選択）

500～999株
5,000円相当の地方特産品

（カタログより選択）

1,000株～

株主様ご優待のご案内

QUOカード

100～499株


